
資料
ファイヤライ ト

Fe2SiO`
ヴスタイ

FeO
ト LEUCITE

1/2(Kρ .AL03・4Si02)

マグネタイ ト
Fe304

ガラス質基地
Ti02/T・ F吻

NQ l ◎ ◎ △ Al― Si― K―Fe 0.0021
0.13/63.32

NQ 2 ◎ ◎ △ Al― Si― K―Fe 0.004
0.22/55.47

NQ 3 ◎ ◎ △ Al―Si― K― Fe 0.0034
0.18/53.24

NQ 4 ◎ ◎ △
Al― Si― K― Ca

―Fe
0.003

0.17/56。 92

NQ 5 ◎ △ △ △ Al― Si― K― Fe 0.0055
0.23/41.94

NQ 6 ◎
Al― Si― K― Ca

―Fe
0.0013

0。 08/60.47

NQ 7 ◎ ◎ △
Mg「 Al― Si― K

―Ca― Fe
0.0022

0.13/57.99

NQ 8 ◎ ◎ △ Al― Si― K― Fe 0.0023
0.13/55.65

NQ 9 ◎ ◎ △
0.0023

0。 13/56.70

表3 各種鉄滓資料の構成組織

(注) ◎ 多い  ○ あり  △ 僅かにあり
NQ 5の マグネタイトはX線回析により存在が認められたもの

5考  察

大沢正巳氏(1)は 古墳出土鉄滓の広汎な調査結果に基づき,製錬滓と鍛冶滓の化学組成および鉱

物組成を表 4の ごとくまとめている。

表 4と 本調査資料を比較するために,各資料の造滓成分量およびバナジウム量を表 2よ り計算

した。結果を表 5に示す。

表 2,表 5お よび表 3の結果を,表 4の様式でまとめた結果を表 6に示す。

表 6を表 4と 上ヒ較し,使用原料および製錬滓か鍛冶滓かについて考察してみる。

資料NQ 5の み造滓成分が33.37%と 多い,従つてNQ 5を 除く他鉄滓の造滓成分,鉱物組成および

顕微鏡組成をみると明らかに鍛冶滓的特徴を示していることから鍛冶滓と判断される。つぎに精

錬鍛冶滓かについて考察してみる。
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組      成

福 岡 岡 山

製 錬 滓

(砂 鉄)

鍛  冶  滓 製  錬  滓 鍛 冶 滓

精錬鍛冶滓 鍛錬鍛冶滓 砂鉄系製錬滓 鉱石系製錬滓 精錬鍛冶滓 鍛錬鍛冶滓

化

学

組

成

分

ｅ＞
Ｆ

鉄
ｔａｌ

全
Ｃ

37.5～ 57.6%
く43.8>

49.1～ 55.6%
<52.4>

62.2～ 64.0%
<63.2>

32.1～ 41.8%
<37.3>

27.5～ 38.0%
<33.5> 51.7

50.1～ 53.1%
く51.6>

造滓成 分 ※ 16.8^V39.8
<29。 1>

21.0-33.5
<26.4>

10.1^ψ 12.6
<11.3>

17.1-25.9
く22.9>

44.5^ψ 54.9
<49.0> 21.4

7.52^ψ

二酸化チタン
(Ti02)

1.1～8.2
<2.9>

0.22-0.9
<0.55>

0.1-0.7
<0.3>

5.03^V19.8
<12.4>

0.35^VO.57
<0.43>

0.06-0.19
<0.12>

パ ナ ジ ウ ム
(V)

0.006^ΨO.576
く0.28>

0.009-0.167
<0.064>

0.013^VO.288
<0.131>

0.02^ウ 0.18
<0.12>

0.007^VO.010
<0.008> 0.12

0.06

鉱 物 組 成 Ｆ＋
Ｆ
Ｍ
Ｆ

十

十

十

Ｗ
Ｗ
Ｍ

W+F W+F
Ｆ十

Ｆ

Ｉ

十

＋

Ｍ

Ｕ F+G鮮)

微量

Wtt F
W+M+F

W+F

表4 製錬滓・鍛冶滓の成分と鉱物組成の比較

※造滓成分 (Si02+A1203+Mgo+CaO)

岡山県の精錬鍛冶滓の成分値は古墳供献鉄滓ではなく,大蔵池南遺跡鍛冶炉出土の鉄滓分

析値である。 6C後半～ 7C初頭の遺構

W:Wiistite,  F :Fayalite,  M:Magnetite,  U :1」 lvёspinel,  I :IImenite

表 5 造滓成分とバナジウム (V)

資 料 造 滓 成 分 (%) バナジウム (V)

No 1    026 9.82 0.002

〃 19.93 0.005

〃 20。 93 0.003

〃 17.57 0.003

S D20 33.37 0.001

6   S D29 11.25 0.001

7  S D44 17.78 0.001

8  S D07 20。 75 0.001

層
０２
土

Ｄ
質

Ｓ
砂 13.51 0.002

造滓成分 CaOttMgOttA1203+Si02
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表6 資料の化学組成と鉱物組成のまとめ

資 料

組成
NQ l NQ 2 NQ 3 NQ 4 NQ 5 NQ 6 NQ 7 NQ 8 NQ 9

化

学

組

成

全鉄分 (T.Fe) 63.32 55.47 53.24 56.92 41.94 60.47 57.99 55.65 56.70

造 滓 成 分 19.93 20.93 17.57 33.37 11.25 17.78 20。 75 13.51

二酸化チタン(Ti02)

バナジウム(V) 0.002 0.005 0.003 0.003 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002

主 な 鉱 物 組 成 F+W+L F+W+L F+W+L F+W+L F+W+R
+M W F+W+L F+W+L F+W+L

備 考

(注) L:LEUCITE

(1)NQ 5を 除 く各鉄滓について

筆者等が調査を行つた日刀保たたらによる作刀鍛錬鍛冶滓の結果を表 4の形式でまとめたもの

を表 7に 示す。鍛錬鍛冶滓でも造滓成分が多いのは火床の温度および鍛錬方法即ち藁灰,粘土水

をかける等の差によるものと思われる。

表 4,表 6,表 7に よって検討を行ってみると,Mlお よびM6は造滓成分も少なく,ま た顕

微鏡組織においてヴスタイトの晶出もかなり多く,さ らにT.Feも 高いことから鍛錬鍛冶滓と推定

される。しかしM2, 3, 4, 7, 8, 9に ついて,各資料においては造滓成分が若干多いが,

これを精錬鍛冶滓に分類するのはむずかしく,従って鍛冶方法の違いも考えられることから本資

料も鍛錬鍛冶滓の可能性が高い。

表 7 鳥上作刀鍛錬場鉄滓の化学組成 と鉱物組成のまとめ

種 類

組成
玉ヘ レ滓

4 回
鍛練滓

8 回
鍛練滓

12 回
鍛練滓

し
滓

却銑
鉄

え
滓卿

錬
作
鍛

ンニング
ヘレ滓

ラ
玉

化

学

組

成

全 鉄 分(T.Fe)

造 滓 成 分

二酸化チタン(Ti02)

バナジウム(V)

60.14

18.57

0.20

0.034

62.08

18.80

0.20

0.022

59.65

21.07

0.20

0.016

57.41

22.21

0.20

0.008

60.09

18.44

0.22

0.01

60.34

24.10

0.28

0.008

51.52

19.86

0.33

0.00

主 な 鉱 物 組 成 w+F
la-Fe

Wtt F+M
+α ―Fe

W+F ttM
+α 一Fe

W+F
+α ―Fe

W+F
+α ―Fe

W+F
+α ―Fe

Wtt F

考備
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12)NQ 5鉄滓について

T.Feは低 く,造滓部分は多く,ま た顕微鏡組織も他資料に比し若干違うように思われ融点を推

定した。片岡等。)は CaOの量が 2～ 3%以下の場合はAnothitの生成量が少ないのでFeO一 Si02~

A1203系状態図による方法を進めている。もれによると表 2の分析値から相対比率を求めると

FeO:0。 581,Si02:0。 364,A1203:0・ 055で あり,こ れをプロットすると図 1の ごとくFayalite

領域内にあり,Fayaliteの 溶融温度が1100～ 1200°Cであることから,NQ 5鉄滓はこれ以上の温度か

ら生成されたものと推定される。一般的製錬津はほゞこの領域内にあることから製錬滓と類似し

ているが,第 2表からTi02が他資料と変わりないこと,お よびK値が1.12%と 他鉄滓より若干高

いこと(Kは炉材粘土に含まれており,こ れは火床内温度が高く,羽口,炉壁等の溶損が大きかっ

たことが推定される)な どより本鉄滓は高温での鍛冶即ち精錬鍛冶滓の可能性が高いと考える。

０
．

２３

Ｓｉ
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(31 鉄滓内かみ込み木炭の調査

鉄滓を分析試料調整のため破砕した際内部に木炭の小片が認められたので,破断面を走査型電

子顕微鏡で観察し,材質の分かっている木炭の破面と比較して,原木材質の推定を行った。上記

資料の破断拡大写真を写真29,30に示す。その結果資料No 7,No 9と も松材と推定した。

写真29 資料NQ 7の木炭 写真30 資料NQ 9の本炭
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6結  言

香川県三豊郡高瀬町大門遺跡から出土した鉄滓ならびに木炭について材質調査を行なった。結

果を要約すると次のとおりである。

(1)NQ l,NQ 6鉄滓について

T.Fe,造滓成分,鉱物組成,顕微鏡組織とも鍛冶滓の特徴をもつものであり,特に鍛錬鍛

冶滓として標準的なものであるところから鍛錬鍛冶滓と判断した。

(2)NQ 2, 3, 4, 7, 8, 9鉄 滓について

鍛冶滓の特徴をもつものであるが造滓成分量がや 多ゝく,こ れを日刀保たたら作刀鍛錬場

鉄滓と比較し,鍛錬鍛冶滓と判断した。

(3)NQ 5に ついて

T.Fe,造滓成分,鉱物組成 とも製錬滓を予想させるものであるが,Ti02,K値により,こ

れは火床内温度が高 く,羽口,炉壁の溶損のためと推定 し精錬鍛冶滓の可能性が高い。

(4)木炭について

NQ 7,NQ 9鉄 滓中にかみ込んだ木炭は松 と判定 した。

以上の調査は香川県教育委員会の依頼により,調査は日立金属株式会社安来工場冶金研究所で

実施 した。

(1)大沢正巳 :古代出土鉄滓からみた古代製鉄,日本製鉄史論集119頁 (た たら研究会 1984)

(2)片岡三郎,井 ノ山直哉,畑明郎 :金属 (ア グネ)Vol.45(1975)NQ 2 pl

(3)清永欣吾っ佐藤豊,鳥上作刀鍛錬場における鍛錬鍛冶滓について たたら研究大会予稿 (昭

和59年 12月 1日 )
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二 大門遺跡産出の哺乳類遺体

仲 谷 英 夫 (香川大学)

動物名

脊椎動物門

哺乳綱

奇蹄目

ウマ科 Equidae

ウマ Eσπ雰
“

bα激庵 日NNAEUS

部位

上顎および下顎の遊離した臼歯片・四肢骨片。 (大門遺跡 SD-20 851101)

右下顎骨・ 四肢骨片。 (大門遺跡竪穴026)

年齢

いずれも成獣である。

人為的処置

認められない。

その他

ただし2個体分以上の可能性がある (大門遺跡 SD-20 851101)。

計測値 (すべてllllll)

(851101)

上顎大臼歯列長

下顎大臼歯列長

上顎  歯冠長

RM   26。 2

下顎  歯冠長

LP 2  31.6

LP 3  25.6

LP4  25.4

LM 1  22.8

LM2  25.8

RM2  24.6

LM?  27.5

81.5

70前後

歯冠幅

26.7

歯冠幅

14.7

17.0

17.9

15。 6

15.2

13.9

15。 1
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図版の説明

ウマ

上顎臼歯列 (851101) 咬合面観 (Xl)

下顎左第 2前臼歯  (同上)

下顎左第 3前臼歯  (同上)

下顎左第 4前臼歯  (同上)

下顎左第 1大臼歯  (同上)

下顎左第 2大臼歯  (同上)

下顎右臼歯列 (竪穴026) 舌側面観 (Xl)
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Ⅸ 道 免 窯 跡





Ⅸ 道 免 窯 跡

1 調査の概要

道免窯跡は,須恵器の破片が多数採集され古くからその存在が知られていたが,その所在地は

確定されるには至らなかった。

昭和57年度から開始された,四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査では,道免窯

跡が所在する火上山の西麓斜面がその対象地となったため,調査対象地内での窯跡の所在と,そ

のほかの遺構の有無を確認するためにトレンチ調査を実施することとなった。

道免地区の調査は,昭和59年 9月 17日 から10月 23日 まで実施され,当初予想されていた道免 1

号窯跡の所在のみ確認し,他の遺跡・遺構は検出できなかった。

道免 1号窯跡 は,今回の調査では窯跡本体 は検出 されず,下方に広が る灰原の調査 に終始 した。

調査の結果か らすれば,窯跡本体 は,調査対象地 に隣接 した斜面上部 に所在す るもの と考 えられ

る。

灰原は,土層区分の上からは 2層 に分割されるが,年代差と考える窯操業の痕跡とは出土遺物

から見ても考えられない。(れは後年の土地利用によるものと判断される。

また,調査区の下角から土坑を検出したが,その埋土状況から見て窯跡に伴う施設とは断定で

きなかった。

今回の報告は,以上のような状況から,出土した遺物を中心にして報告する。

なお,昭和59年度調査担当者は,東原輝明 (現塩江中学校教諭)であったが,異動に伴い整理・

報告は真鍋が担当した。
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図 1 地形測量・遺構配置図
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2遺 グ =・

r           
‐

コンテナ(282)で約50箱 におよぶ。しかし,破片が多く完形品は灰原から出土した須恵器は,

ほとんど無い。掲載した実測図はその多くが反転復元図であるb

に こでは,器種別にその概要を述べる。

杯蓋 1-49は ,ITN蓋である。大きくは, 3類 に区分することが出来る。

当する。須恵器の初源から通有に見られるタイプである。口縁端杯蓋 a).・ 1-4が これに相 :

部は, 1の ように平坦に近いものも見られるが, 2-4の ように丸く終わるものが多い。 102
と304を上しべた場合,体部の立ち上がりが,口縁端部からほぼ垂直に伸びた後,明瞭に屈曲し

て天丼部に至る3・ 4にやや古手の様相が見られよう。  "`・

杯蓋 b`)・
1 5-39が

これに相当する。杯身0坪蓋が逆転したもので,蓋部にかえりが見られる。

5-9は _体部が半円状に丸みをもって立ち上がり,やや器高が高いことから身になる可能性も

残る。ただし,口縁端部より下にかえり部が少ししか見られなtSた め,杯身と考えることに疑問

り部がやや長 く湾曲するの も特徴 である。が残 る。 また, 5-8は ;かえ

頃斜変換点が見られ,かえり部も断面三角形の短いものが多くな10-39は :口端部のやや上でイ

る910■ュlは小形品である。12は 乳頭状の宝珠つまみを有している。15025は 扁平な体部をもち

口縁端部とかえり部との間が長 くなることから,やや後出的な要素を持つ器形と考えられる。32・

33は 口径が大きく,大形品と言える。32は 体部の器壁が薄 く,直線的に頂部に伸びる。かえり部

も内下方に伸びず垂直に降 りる特徴を有する。35036は体部に傾斜変換点を持たず,内上方に直L`                        
体部から口縁端部まで器壁は厚線的に伸びた後,頂部に平坦な面を有する。37-39は大形品で,

く仕上げられている。かえり部は断面三角形の小さなものになり,かえり部の終末の様相を呈す

る。                           」 '

杯薫 C、)..40-44が これに相当する。口縁部内面にかえり部が見られず,口縁端部内側に断面

三角形の肥厚が見られる。41.43044では,口唇部の拡張とも言える。40は ,半球状の体部を有

する941は 平坦な頂部に宝珠つまみを有する。

以上,杯蓋はa)～ c)ま で 3類に区分した。このうち,杯奎 b)ec)に はすべてつまみがつ

いていたと考:えられるが,その多くは口縁部の破片であるため
形然ド不り

である。

45」と9は 口縁端部の形状が不明なうまみ部片である。4504gが 曲型的な宝珠つまみである。46

は扁平で中央がくぼむ。47は いわゆる「乳頭状」を呈する。49は宝珠つまみの張 りだしが弱いも

ので,乳頭状のものとの中間的な様相を呈している。

杯身 50-130は 杯身である。大きくは 3類に区分することが出来る。

壻身a)50-71が これに相当する
`口

縁部内側にかえり部が見られ,口縁端部との間の受け

部で妬蓋 a)を受けるものである。   |
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須恵器実測図(1)
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50は ,口縁端部内側の少し下がつたところに断面三角形の短いかえり部を持つ。通常の形態に

比較して特異で,杯蓋の可能性もある。51-71は ,形態に微妙な差が見られるものの,受け部外

面が丸みを持つて体部との差が明瞭であること,体部が半球状を呈して丸みがあること,受け部

が内上方に伸びること,受け部がU字状を呈することなど,ほ ぼ同様の内容を持つ。70-71は大

形品である。

杯身b)72-123が これに相当する。口縁部内側にかえり部が無 くなり,杯蓋 a)の逆転形を

呈する。lTNtt a)の量に比べて杯蓋a)の量が少ないことから,一部杯身b)に加えている可能

性もある。                      :

72・ 73は ,半球状の体部から直立する口縁部が伸びるものである874-82は ,72・ 73と 同様の

形態を有するが,口縁部が内湾ぎみに直立するものである。この中でも74の ように深いもの,77

のように比較的浅いものが見られる。83-96は ,口縁部が外湾もしくは外上方に直線ぎみに伸び

金

10cln

図 3 須恵器実測図12)
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るものである。97-1酵 |ま ,日縁部の形態は83-96と 同様であるが,視覚的に口縁に比べて器高が

低いものであるも
'も

:は ,口縁部が長く直線的に伸びる。105-112は 大形のものである。113-118

は口縁部が長く伸びるものである。また,底部の平坦面も広くなっておリー層安定感を増す。口

縁部は外上方にやや内・外湾するものが多いが基本的には直線的である。115・ 118は 口縁に比べ

て器高が低く,後出する皿に近い形状を呈する。119-123は 小形のものである。すべて半球状の

体部を有し,口縁部との境はない。119は 口縁端部が内外面に肥厚しており,その形状は杯蓋C)

とした方が良いかも知れない。

壻身C) 124=130が これに相当する。実測図で解るように坪身C)は高台を持つものを一括

している。体部の形状はさまざまであるが,高台部と体部の境から内湾ぎみに外上方に伸びるも

の (1240125・ 126・ 1280129)と ,外上方に短く直線的に伸びた後屈曲して上方に伸びるもの (1270

130)の二つが見られる。後者が後出的な様相を呈する。高台の形状は,124の ように外下方に外

湾ぎみに伸びてつ ま先上がりになるもののほかは外下方に直線的に伸びて終わるものが多い。但

し口縁部は125・ 128の ように平坦面を有するもの,126の ように丸く終わるもの,127の ように内

130

図 7 須恵器実測図(6)
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側に断面三角形状に突出するもの,129の ように細くなって終わるもの,130の ように内外面に拡
'                  '         ・                 111   

｀                     t.`・

張するものなど様々である。             .=             ´

鉢 131-134は 鉢であるょ体部は半球状を呈し,口縁部は内湾ぎみに外上方に伸びる。131‐ 133

.は 器高も高 くなく,鉢 としては小形の部類に入る。134は 鉄鉢に近い形状を呈する。日縁部は外面

を強 くナデており口縁端部が肥厚しているように見える。

脚台 135二 i5ムは壷の脚台であ‐る。135-141は ,外下方に外湾したのち屈曲して「ハ」の字形に

開くものである。この開きは,直線的なものも見られるが,全体的には内湾している。またI屈

図9 須恵器実測図は)
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図11 須恵器実測図00
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曲部直下に凹線が見られる。脚端はつま先上がりになるものが多いも脚部端面は,.137を 除いて内

外面に僅かではあるが拡張させている。137は 内側への拡張が著しい。142・ 143は 「レヽ」の字形に

′
開くものである。端面は内傾する平坦な面を持つ:142で は内側に,143では内外に拡張が見られ

る。144-151は 「ハ」の字形に短く開くものである。端部は144の ように丸く終わるものや,145

のように平坦な面を持ち垂直に終わるものも見られるが,多 くは角張った内傾する端面を持つ。

把手 152-155は 把手である。152は 下向きで,他は上向きである。155は 棒状把手で珍じ
|い

例と

言える。

高杯 156-172は 高杯である。杯部は156-159の 僅が 4点 しか見られない。156は 口縁部が長くほ

ぼ直立し,口縁端部は細くなって終わる。脚部には長方形の透かし孔が見られる。157-159は 口

縁部が短く直立もしくは外傾してし
lド

,る 。156-159は lTN身 と同一器形である。160-172は 高杯脚部

である。160は 下半が欠損している力ヽ 1外面中位に凹線文が一条見られ:他 と比較して脚長が長く

接合面の径も大きい。古手の様相であ:る 。161-172は 基本的には「ハ」の字形に開く脚部で,上

端の径の大小や脚長の長短に違いが見られる。脚端は,161め ように丸く終わるもののほかは,下

方た

“

張して平坦な面を有するものが多tヽ この平坦面には,強 くナデられて内湾するもののほ

か169の ように丸く膨れるものなども見られる。

平瓶 .173-177は 平瓶である。173-176は 口縁部で外上方に開く形態を有する。端部は細く終わ

るもの
｀
(1730174)や 丸く終わるもの (1750176)がある。中位に凹線が一条巡るもの (174-176)

が多い。177は 体部上半の破片で肩部め慮曲が著しい。肩部にはヘラ記号が見られる。

椀 178は椀である。下半は欠損しているが,i内湾ぎみに立ち上がる口縁部を有し,端部は内側に

傾斜を持ち細く終わる。:         F

壺・甕 179-216は 壺 0甕類である。

1790180は ,内湾する口縁部の中位に凹線文が見られ,こ れを挟んで波状文が見られる。波状

文は 2単位有 り,谷部と山部が接するように描かれている。180の 口縁部は,内傾して内面端部に

月巴厚が見られる。1810183は 口縁端部外面を肥厚1さ せその下半に太いが精緻な波状文が見られる。

183で は波状文の下半に凹線文が見られる。182の 凹線文は「し」の字を横位にしたように描 く特

徴的なものである。184は ,口縁端部外面を肥厚させ「1巴厚部下端に断面三角形の突出が見られる。

185・ 186も 口縁端部外面を肥厚させるが,波状文を太線一線で表現する特徴がある。187は 小形器

種の口縁部で,外反させた口縁の端部を上方につまみ上げている。波状文は小幅である。188-196

は口縁部片であるが,上下とも欠損している。188は ,3条の凹線文の間に太線一線の波状文を配

している。189019001920194は 凹線文の間に精緻な波状文を配する。191.。 196で は2条の波状

文だけで凹線文は見られない。1930195は '2条 1単位の凹線文間に「し」の字を横位にした波状

文が見られる。197は 長頸壺の口縁部である。やや開きぎみに上方に伸び,端部は細く終わる。凹
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線文 2条 1単位の 2単位間に波状文が見られるが,上下の振れは小さい。198は 長頸壺の体部上半

であろう。肩部の上位に 3条の凹線文が見られ,こ の間に 4粒 1単位の縄目状刺突を施す。上段

では右下がり,下段では右上がりに刺突を配する。199は 小形の直口壺である。肩部より下半は欠

損している。口縁部はやや内湾ぎみに上方に伸び,端部は丸 く終わるp:頸部から肩部にかけては

直線的に「ハ」の字に開き,肩部直上に 1条の凹線文が見られる。200は、憩の口縁部である。201

は,壺の肩部装飾に用いられる小形の壺で甲縁部は欠損している。2o2は大きく外反する口縁部を

有し,端部外面が四角形状に肥厚する。最下部を除いて 2条 1単位の凹線文を施し,こ の間に 1

～ 2条の波状文を配す。波状文は「し」の字の横位タイプである。203は ,外反した後上端から1/

3程度のところで内湾する口縁部を有する。口唇部は内傾する平坦面を持ち,下端がすこし肥厚

する。凹線文は 5条見られ,所々 2条単位の部分も見られる。凹線文に 1条単位の波状文が 4段

にわたって描かれ,上から下へと順次振れ幅が大きくなる特徴を有する。204は ,大 きく外反する

口縁部を有する。口縁部外面には断面三角形の肥厚が見られ,下端には三角形状の小さな降帯が

ある。外面には凹線文が施されず,3条の波状文が見られる。205は外反する口縁部の外面にカキ

目が施されている。このカキロを切つて太線 1～ 2本単位の波状文が 5段にわたって描かれてい

る。206は短 く外反する口縁部を有する。口縁端部外面は断面四角形状に肥厚している。体部外面

にはカキロ,内面には同心円文が見られる:207も 短 く外反する口縁部を有する。体部外面は縦方

向のタタキロの上にカキロが見られる。208は 口縁部外面に台形上の肥厚が見られる。209・ 2110

214は 口縁部外面が小さく肥厚し,つ まみ上げが認められる。210は ,外反する口縁部,内傾する

平坦な口唇部を有する。212は外上方に直線的に伸びる口縁部を有し,中位に 1条の細い凹線文が

見られる。口唇部は平坦である。213は外反する口縁部を有し,口縁端部外面が丸 く肥厚する。215

は,外反する口縁部を有し,口縁端部外面が断面台形状に肥厚する。216も 同様の器形であろう。

3小 結

以上述べたように,道免 1号窯については,窯体及びこれに伴う施設などについては,今回の

調査では何ら明らかにすることが出来なかったが,幸い窯本体は四国横断自動車道の用地外とし

て残されており,今後の研究を待ちたい。

出土した須恵器は,前節で紹介したように杯・高杯などの小物から,その全体の形状を明らか

にすることは出来ないが,壺 0甕などの大物まで出土している。この中には,壺の肩部の装飾に

用いられたと考えられる小壺のように,あ まり例を見ないものも含まれている。

出土した須恵器の型式は,陶邑編年註1の H-506の 段階のもの (杯蓋 0身 a)類)か らⅢ一
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3段階 (杯蓋・身C)類)の ものまで見られる。実年代的には,飛鳥 I～ V詑 2の
諸型式のなかに

収まることから,ほ ぼ 7世紀代と考えられる。

道免 1号窯の出現およびその後の系譜については,周辺の窯跡と密接な関係にある。これにつ

いては,松本敏三・岩橋孝氏の見解誼3に
譲りたい。

次に消費地での在り方についてであるが,こ の時期に相当する遺構の検出例は近接地域 (こ の

場合,窯跡の立地から考えて旧三野郡・旧多度郡の両地域が考えられる。)に は少なく,かろうじ

て旧多度郡に属する善通寺市所在め稲木遺跡B地区註4で
検出した掘立柱建物跡・溝から出上した

須恵器がこれに相当するが,道免 1号窯の製品とは断定できていない。

今回の調査が,県内資料に基づく須恵器編年の確立と製品の分布範囲を基本とした,こ の時代

の社会背景を考える上での一資料となれば幸いである。

註 1 中村 浩ほか 『陶邑 H』  大阪府教育委員会 1977

2 横山浩一ほか 「飛鳥・藤原宮発掘調査報告 Ⅱ」

『奈良国立文化財研究所学報第31冊』 奈良国立文化財研究所 1978

3 松本敏三・岩橋 孝  「香川県古代窯業遺跡分布調査報告 I」  P154～ 155

『瀬戸内海歴史民俗資料館紀要』第 1号  1984

松本敏三・岩橋 孝  「香川県古代窯業遺跡分布調査報告 H」  P170
『瀬戸内海歴史民俗資料館紀要』第 2号 1985

この中で,道免 1号窯は原上窯操業中に操業が開始されたとされているが,今回の調

査で出上した資料との比較では,ほぼ同一内容を持つものと考えられる。

4 昭和59年度 香川県教育委員会調査

「四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 6冊」で報告予定
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遺物
番号

器 種

.法
     量 (cm)

出 土 層 位 実測番号 備 考
口径 器高 胴径 かえり部高 底径 (高 台径 )

1 杯 ・ 蓋
(立 ち上がり部高)

灰原直上WN 道免B-195

杯 ・ 蓋 12.4 灰原直上WN 道免B-64

杯 ・ 蓋 12.2 E N 1002 道免B-18

4 杯 ・ 蓋 道免B-57

杯 ・ 蓋 0.35 NEONW 道免B-124

杯 ・ 蓋 10.6 13.3 0.45 灰原直上WN 道免B-193

7 杯 ・ 蓋 14.0 灰原NW 道免B-74

杯 0蓋 表土下 道免B-243

杯 ・ 蓋 12.6 15.0 灰原直上WN 道免B-175

杯 ・ 蓋 10.15 灰原アゼ 道免B-104

杯 ・ 蓋 10.1 灰原 (黒 )SW 道免B-165

杯 0蓋 灰原直上WN 道免B-69

杯 ・ 蓋 12.0 灰原直上 E N 1002 道免 B-20

杯 ・ 蓋 12.0 道免B-229

杯 ・ 蓋 11.9 0.15 表土下 道免B-240

杯 0蓋 11.75 0.15 灰原直上WN 道免B-174

杯 ・ 蓋 10.0 12.15 灰原NW 道免B-80

杯 ・ 蓋 11.15 灰原 (黒 )SW 道免B-137

杯 ・ 蓋 .8.9 11.1 灰原 (黒 )SW 道免B-141

杯 ・ 蓋 10.2 0.35 灰原 (黒 )SW 道免B-158

杯 ・ 蓋 11.5 灰:夕豪SEOSW1018 道免B-39

杯 ・ 蓋 11.8 灰原NW 道免B779

杯 ・ 蓋 13.6 灰原直上EN 道免B-206

杯 ・ 蓋 12.4 0.45 灰原NW 道免B-85

杯 ・ 蓋 13.0 0.25 NE・ NW 道免B-130

杯 ・ 蓋 13.3 0.25 灰原アゼ 道免B-106

杯 ・ 蓋 灰原アゼ 道免B-97

杯 ・ 蓋 14.6 17.15 0.25 灰原 SEOSW 道免B-153

杯 ・ 蓋 12.6 14.95 0.15 SW灰原黒色 道免B-40

杯 ・ 蓋 16.5 0.45 灰原NW 道免B-82

杯 ・ 蓋 11.5 灰原 (黒 )SW 道免B-163

杯 ・ 蓋 13.5 16.1 灰原直上WN 道免B-171

杯 ・ 蓋 17.0 19.0 0.25 灰原直上WN 道免B-183

杯 ・ 蓋 10.8 12.65 灰原直上WN 道免B-179

表 1遺 物 観 察 表
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物
号

遺
番 器 種

法 量 (cm)
出 土 層 位 実測番号 備 考

口径 器高 胴径 かえり部高 底径 (高 台径 )

杯 0蓋 12.3
(立 ち上がり部高)

0.2 灰原 (黒 )SW 道免B-162

杯 ・ 蓋 12.7 0.25 灰原アゼ 道免B-93

杯 ・ 蓋 16.9 0.25 灰原 SEOSW 道免B-146

杯 ・ 蓋 22.4 25.4 灰原アゼ 道免B-102

杯 0蓋 23.4 27.2 NEONW 道免B-125

杯 ・ 蓋 灰原 (黒 )SW 道免B-135

杯 ・ 蓋 13.9 道免B-45

杯 。 蓋 14.1 灰原アゼ 道免B二 96

杯 ・ 蓋 13.6 灰原アゼ 道免B=101

杯 0蓋 22.1 22.3 道免B-237

杯 ・ 蓋 道免B上 226

杯 0蓋 道免B上 227

杯 0蓋 灰原直上NEONW 道免B-129

杯 。蓋 灰原 (黒 )SW 道免B-139

杯 ・ 蓋 灰原直上EN 道免B-202

杯 0身 グリッド不明(1) 道免B-218

杯 0身 10.0 0.55 NW 道免B-27

杯 ・ 身 10.0 0.55 道免B-220

杯 0身 12.2 灰原直上WN 道免B-173

杯 0身 12.3 0.65 道免B-231

杯 0身 灰原直上WN 道免B-191

杯 ・ 身 10.5 12.7 NE・ NW 道免B-136

杯 ・ 身 10 7 13.05 0.55 灰原直上WN 道免B-194

杯 0身 13.0 NEONW 道免B-128

杯 ・ 身 13.6 0.45 NW 道免B-26

杯 0身 13.15 NEONW 道免B-133

杯 ・ 身 13.7 灰原直上 EN 道免B-201

杯 ・ 身 13.5 灰原直上WN 道免B-68

杯 0身 13.6 灰原直上WN 道免B-187

杯 ・ 身 0.45 灰原直上 EN 道免 B一 H

杯 0身 11.55 13.75 0.65 灰原 SEOSW 道免B-30

杯 。 身 11.2 13.3 灰原直上EN 道免B-9

杯 ・ 身 15.2 灰原直上WN 道免B-188

杯 ・ 身 14.6 灰原 NW 道免B-84
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物
号

遺
番 器 種

法 ・ ‐｀
量 (cm)

出 土 層 位 実測番号 備 考
□径 器高 胴径 かえり部高 底径 (高 台径 )

杯 ・ 身 14.2 16.3
(立 ち上がり部高)

0.6
灰原直上 EN 道免B-205

杯 ・ 身 15.8 土層確認 トレンチ 道免B-1

杯 。 身 16.9 NE・ NW 道免B-126

杯 。 身 10.05 道免B-48

杯 ・ 身 灰原 (黒)SW 道免B-155

杯 ・ 身 灰原 (黒 )SW 道免B-161

杯 0身 道免B-223

杯 ・ 身 道免B-235

杯 ・ 身 灰原NW 道免B-73

杯 ・ 身 10.0 灰原アゼ 道免B-95

杯 。 身 10.8 灰原 SE・ SW 道免B-32

杯 0身 灰原 SE・ SW 道免B-152

杯 ・ 身 10.9 道免 B-225

杯 0身 10.9 EN 道免B-19

杯 ・ 身 11.2 灰原 (黒 色)SW 道免B-159

杯 ・ 身 灰原 SE・ SW 道免B-145

杯 0身 11.3 灰原 (黒 )SW 道免B-140

杯 ・ 身 NEONW 道免B-127

杯 ・ 身 12.4 灰原NW 道免B-89

杯 0身 灰原NW 道免B-78

杯 ・ 身 灰原アゼ 道免B-107

杯 ・ 身 13.4 道免B-56

杯 ・ 身 13.2 灰原 NW 道免B-75

杯 ・ 身 灰原直上WN 道免B-170

杯 ・ 身 12.95 灰原直上WN 道免B-186

杯 。 身 灰原NW 道免B-77

杯 ・ 身 灰原アゼ 道免B-103

杯 ・ 身 13.35 灰原直上WN 道免B-189

杯 ・ 身 13.35 灰原直上 EN 道免B-197

杯 ・ 身 13.5 灰原 (黒 )SW .道
免B-166

杯 ・ 身 14.2 灰原 (黒 )SW 道免B-154

杯 ・ 身 14.3 灰原直上WN 道免B-192

杯 ・ 身 14.3 道免B-234

杯 0身 14.2 灰原 SEOSW 道免B-147
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物
号

遺
番 器 種

法 量 (cm)
出 土 層 位 実測番号 備 考

口径 器高 胴径 かえり部高 底径 (高 台径)

杯 0身 15.3
(立 ち上がり部高)

灰原直上WN 道免B-178

杯 ・ 身 14.9 灰原直上WN 道免B-182

杯 ・ 身 13.8 灰原 SE・ SW 道免B-35

杯 ・ 身 15.8 灰原直上EN 道免B-196

杯 ・ 身 15.5 灰原 NW 道免B-76

杯 ・ 身 16.6 灰原 SEOSW 道免B-37

杯 ・ 身 NEONW 道免B-117

杯 0身 道免B-219

杯 ・ 身 18.3 灰原NW 道免B-72

杯 0身 灰原 (黒 )SW 道免B-168

杯 ・ 身 12.0 道免B-31

杯 0身 12.1 灰原 道免B-217

杯 0身 NE・ NW 道免B-123

杯 ・ 身 13.0 灰原 (黒 )SW 道免B-157

杯 ・ 身 15.8 灰原 (黒 )SW 道免B-164

杯 ・ 身 16.5 道免B-47

杯 ・ 身 10.5 灰原 SEOSW 道免B-151

杯 ・ 身 灰原直上WN 道免B-172

杯 ・ 身 10.2 灰原 SE・ SW 道免B-144

杯 。 身 道免B-232

杯 ・ 身 12.95 灰原直上WN 道免B-181

高台付椀 道免B-43

125 高台付椀 道免 B-236

高台付椀 9.85 灰原 SEOSW 道免B-36

高台付椀 9.85 EN 道免 B二 16

高台付椀 灰 原 道免B-55

高台付椀 10.05 灰原アゼ 道免B-94

高台付椀 道免B-49

椀 表土下 道免B-239

椀 灰原アゼ 道免B-105

椀 16.35 灰原アゼ 道免B-108

椀 19.5 NE・ 'NW 道免B-119

脚   台 灰原直上EN 道免B-200

脚   台 10.6 道免B-52
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遺物
番号 器 種

法     量 (cm)
出 土 層 位 実測番号 備 考

□径 器高 胴径 かえり部高 底径 (高 台径 )

脚   台
(立 ち上がり部高)

NヽV 道免B-25

脚  台 NE・ NW 道免B-121

脚   台 11.05 NEONW 道免B-221

脚   台 13.0 道免B-54

脚   台 道免B-7

脚   台 11.2 灰原直上WN 道免B-184

脚  台 11.5 EN 道免B-17

脚   台 10.3 灰原アゼ 道免B-98

脚  台 表土下EN 道免B-241

脚  台 13.3 灰原NW 道免B-71

脚   台 12.2 灰原 (黒 )SE 道免B-138

脚   台 14.3 灰原NW 道免B-81

脚   台 14.7 灰原 NW 道免B-70

脚   台 15.15 NE・ NW 道免B-122

脚   台 17.85 灰原直上EN 道免B-199

把  手 灰原直上EN 道免B-207

把  手 灰原直上EN 道免B-204

把   手 灰原アゼ 道免B-91

把  手 灰原直上EN 道免B-198

高  杯 8r95 灰原 SE・ SW 道免B-33

高  杯 灰原NW 道免B-90

高  杯 灰原NW 道免B-86

高  杯 14.6 灰原 (黒 )SW 道免B-156

高  杯 灰原NEONW 道免B-120

高  杯 灰原 (黒 )SW 道免B-142

高  杯 灰原 SE・ SW 道免B-150

高  杯 11.5 道免B-224

高  杯 灰原直上WN 道免B-67

高  杯 グリッド不明(2) 道免B-8

高  杯 灰原NW 道免B-88

高  杯 道免B-46

高  杯 NEONW 道免B-111

高  杯 9.65 灰原アゼ 道免B-99

高  杯 10.25 灰原アゼ 道免B-92
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法     量 (cm)

かえり部高 底径 (高 台径 )

(立 ち上がり部高)

道免B-112

灰原直上NEONW 道免B-134

道免B-169灰原 (黒 )SW

道免B-51

グリッド不明(1)

道免B-131

灰原直上EN

道免B-176灰原直上WN

道免B-29

灰原直上WN

道免B-210

道免B-209

道免B-10灰原直上 EN

道免B-211

道免B-214

灰原直上WN

道免B-215

道免B-212

道免 B-42灰原直上 EN

道免B-216

灰原 SEOSW

道免B-132

道免B-143灰原 (黒 )SW

道免B-13

灰原直上WN 道免B-185

灰原直上WN

道免B-61
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物
号

遺
番 器 種

法     量 (cm)
出 土 層 位 実測番号 備 考

口径 器高 胴径 かえり部高 底径 (高 台径 )

壺 ・ 裂
(立 ち上がり部高)

道免B-60

壺 ・ 甕 23.4 表上下 道免B-2

壺 ・ 甕 灰原直上WN 道免B-41

壺 ・ 甕 28.4 道免B-222

壺 ・ 甕 灰原直上EN 道免B-203

壺 ・ 甕 表土下 道免B-3

壺 ・ 甕 12.6 NEONW 道免B-110

壺 ・ 甕 11.8 灰原直上WN 道免B-180

壺 0甕 11.2 道免B-50

壺 0甕 表土下 道免B-242

壺 ・ 甕 21.7 NW 道免B-23

216 壺 ・ 甕 Nヽ 「ヽ 道免B-21
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